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光ディスクファイルシステムの将来展望
NewTrendsoftheOpticalDiskFi】ingSYStemS

光ディスクファイルシステムは,大容量記録牒体である光ディスクの特性を

生かし,従来,紙による管理が中心であった大量のオフィス文書を光ディスク

上に記録し,その管理を行う｡また,必要な情報を高速に検索できることから,

大量文書の保管スペース削減とともに,情報を有効に活用することができる｡

ワードプロセッサ,パーソナルコンピュータ,ファクシミリなどと並ぶOA機器

としての期待も大き〈,市場は年平均伸び率60～70%で急成長を続けている｡

日立製作所は,昭和58年8月に市場参入して以来,ニーズの多様化とともに積

極的な製品開発,機能強化を行ってきている｡近年,参入メーカーも増加して

おり,製品のバラエティー化とともに技術面での進歩も著しい状況にある｡

n 緒 言

企業間競争に打ち勝つためのSIS(StrategicInformation
l･500

System:戦略情報システム)が,最近,情報システムの中で話

題となっている｡企業内にあJ､れる膨大な文書を効率的に管

理し,高速かつ的確な検索を行える光ディスクファイルシス

テムは,SIS構築の重要な担い手としての発展が期待されてい

る｡現在,光ディスクファイルシステムは,製造業での図面･

技術資料管理および一般的な社内文吾管理といった分野での

利用が進んでおり,稼動台数は約2ガ台強と推定されている｡

さらに市場は急成長を続けており,毎年各メーカーから新製

品,新機能が発表されるなど製品に対する技術革新も激しく

なっている｡また,一方でパーソナルユースの低価格機出現

もあり,ユーザーの関心度も急速に高まっていることから,

市場はさらに拡大化の方向にある｡

国 光ディスクファイルシステムの発展経緯

日立製作所は,昭和58年8月市場に参入して以来,ニーズ･

シーズに基づく毎年の機能強化および製品開発を行い,常に

他社に先駆ける機能提供に努力してきた個1参照)｡現在,

豊富な製品バリエーションとともに,光ディスクファイルシ

ステムの有力メーカーとなっている｡

2.1日立光ディスクファイルシステムの発展経緯

日立製作所は,昭和58年8月に12インチ形光ディスクを採

用した"HITFILE60”を発表し,市場へ参入した(図2参

照)｡主な特長としては,15インチ縦形CRTによる高精細表示

(8本/mm),アイコン･マウスでの簡単操作などを実現して
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図l日立光ディスクファイルシステムの製品動向 日立製作所

は,昭和58年8月に市場参入して以来,毎年の機能強化 新製品開発を

行っている｡
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いる｡また,毎年の機能強化を行っており,主な内容として

は,光ディスク1枚当たりの文書記録枚数の増加(4万校/A4

→6万杖/A4)および入出力文書サイズの拡大(Al入出力),

広域ネットワークへの対応など技術面での改善を中心に行っ

てし-る｡

昭和62年3月には,12インチ形および5インチ形光ディス

ク採用のシリーズモデルとして"HITFILE650''を発表した

(図3参照)｡``HITFILE650''は,使い勝手の向上を目的とし

た数々の新機能とともに,その制御部には高速画像処理を実

現する64ビット画像制御プロセッサを搭載している｡また,

各種アフロリケーションプログラムの開発を可能とする支援ツ

ールを持ち,柔軟なシステム構築を可能としている｡その主

な特長を次に述べる｡

(1)ホストコンピュータとの接続を容易にするオンライン端

末機能

(2)各種OAソフトの利用(文書作風 表計算,グラフ作成)

(3)各種アプリケーションプログラムの準備

(a)日本語図書館情報システム"LOOKS''

(b)地図検索システム"HMAP-E''

(c)HICAD/2D図面管理システム``HICAD/DM''

(d)ホストデータ重畳プログラム"HITFILE/HL''

(4)文書名(タイトル情報)なし登録,高速文書･ページめく

り検索など使いやすさの向上を目的とする新機能搭載

昭和63年9月には,業界初のA4縦長･横長文書を原寸表

示できる17インチ縦横切換形ディスプレイ(図4参照)および

写真自動判定機能付きスキャナを採用した"HITFILE650E,,

を発表した(図3参照)｡さらに,平成元年9月には,業界初

の5インチ書換え形光ディスクを採用した``HITFILE650EX,,

を発表(図3参照)するなど市場のリード役も果たしている｡

書換え形光ディスクの採用は光ディスクファイルシステムに

対する最も強いニーズにこたえて開発しており,キャビネッ

ト(光ディスク片面)またはファイル単位のデータ消去による

光ディスク再利用(図5参照)を可能とする｡また,同一記録

エリア上で文書名を変更したり,文書情報(画像データ)を差

し替えるなどのきめ細かい支援を行っており,だれでも気軽

に操作できるなど好評を得ておF),販売の中心モデルとなり

つつある｡

平成2年8月には,高精細液晶ディスプレイの採用ならび

に制御部,ディスプレイ部およびキーボード部一体化による

ラップトンブスタイルを実現した"Light(HITFILE650EL),,

を発表した(図6参照)｡普及機としての低価格化を実現して

いるが,上位シリーズと同等の機能･拡張性も備えている｡

さらに,上位シリーズとのネットワーク接続およびホストコ

ンピュータとの接続も可能としており,将来のシステム拡張

が考慮されている｡

また,平成2年8月には,Lightと同時に制御部CPUの32ビ

ット化およびネットワーク機能を強化した"HITFILE650EⅡ/

EXⅡ''を発表(図3参照)している｡プログラム実行スピード

の向上(従来機比:約30%向上)によr),文書検索時間などを

短縮している0さらに,ネットワーク構成時のLight接続およ

蘭

口
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注:* 検索ステーションとの接続も可能

特 長

●ガラス･サンドイッチの高信頼度12インチ光ディスクの採用

●15インチ縦形CRTによる高橋細表示(8本/mm)

●アイコン/マウスの簡単操作(業界初)

検索ステーション

声
(構内･広域分散)

HITFILE60

(H■T晶■詣欝の)

Max.8台

ホストコンピュータ

(書芸‡聖書;妄言諸

ファクシミリ

(ファクシミリ配信)

図2 日立光ディスクファイルシステム``=什F■LE60” 昭和58年8月に"=■TFルE60･,を発表し,市場へ参入した｡



光ディスクファイルシステムの将来展望 357

HITFILE650/650E/EI HITFlJE650EX/650EXI

12インチ光ディスクモデル 5インチ光ディスクモデル(追記形) 5インチ光ディスクモデル(書換え形)

∃ … …ご;簑::

ぎ
ー--------■表芸主

邑

妄
≧

亨､家蛮†

一耶蔓ミ:汐
2闇≡‡欝

胤仙崩漂欝…
:速ま≒

∧∨′ん二三挙誉撃盗塁空軍賢芸ふ

∧､意表望ぎ麦､表ぐ≡;廼ン′賀
∨､ご町′盲召′芸≡m望んノ.

才ノユニご′_空こ∨､ぞ…三軍攣ミニ.
妄､て′

サ′‥デで∴1一冊肌ニー
払子>'

㌔ニ_二こル望竺二抄′､こ泣′
ゾ､ダ

書喜蛮夢…妄ミこ′′--Ⅷ､}∧∨;三ギ

;′∧′∧J

H

鼻郵

巌転じん∃≡
≡野際:済∧宗､≒壬≒

､Y套妄一=∫で､ジl!≡.1≦F!
､マン

毎
=′山､､ご1滋六′てi 商 済

三ニ′′ 山j.ぎ!≧E.≧こ≧､宅轡
印､ ､…:㌢

ファイルステーション

㊤
(共有ファイル)

プリンタステーション

(共有プリンタ)

ワ‾クステ■ション(歪弓三方三言三聖雪空嘉富検)
検索ワークステーション

竪

回線中継装置

(詣‡貨歪嘉丁姦嘉ン)

他の

ネットワークヘ

特 長

●5インチ形光ディスク採用によるシステム価格の低減(従来機比:約-を以下)…〔650〕

●17インチ縦横切替形CRT採用による縦長･横長文書のA4原寸表示‥… ‥〔650E)

●書換え形光ディスク採用による記録エリアの有効利用･…･ ･‥〔650EX〕

ホストコンピュータ

(至芸与空言;芸詣歪)

ファクシミリ伝送装置

(ファクシミリ配信)

注:* 検索ワークステーションヘの接続も可能

●制御部CPUの32ビット化による検索性能などを向上(従来比:10～30%アップ)…･〔650EⅡ/650EXI〕

図3 日立光ディスクファイルシステムHITRLE650シリーズ(Light除く) 昭和62年3月に,12インチ形および5インチ形光ディスク採用のシ

リーズモデルとして"HITFILE650,,を発表した｡さらに,■`HITFILE650E/EX'',"HITFILE650EⅡ/EXⅡ''と毎年の新製品開発を行ってきた0
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キー操作だけで縦→横,横一縦と

デイスフロレイが自動的に回転する｡

着〟′り`

図417インチ縦横切替形ディスプレイ 昭和63年9月には,業界

初のけインチ縦横切替形ディスプレイを採用した``HITFILE650E''を発表

した｡

5インチ書換え形光ディスクの再利用手順

1.ファイル内の不要な書輯を削除指定

くb

⊂⊃

くクb

⊂⊃

凸亡>

⊂:⊃
P

⊂ユd

2.ファイルを別ファイルヘ整理コピー

(削除指定された書掛まコピーされない｡)

3.元のファイルを消去

-1新しい記録エリアとLて再利用可能
J

注:[コ(削除指定)

図5 書換え形光ディスク再利用の手順 平成元年9月には,業界

初の5インチ書換え形光ディスクを採用した"HlTFlしE650EX''を発表し

ており,市場のリード役を果たしている｡
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スキャナとプリンタを接続可

(詣‡貨蒜‾ション)

検索情報の印刷は,

プリンタステーションに指示｡

特 長

●コンパクトなラップトップスタイル(検索専用構成で従来比÷の設置面積)

●11インチ高精細液晶ディスプレイ(5本/mm)で,小さな文字も鮮明表示

ホストコンピュータ

(至芸‡聖書;芸詣副

ファクシミリ伝送装置

(ファクシミリ配信)

注:* 検索ワークステーションヘの接続も可能

図6 日立光ディスクファイルシステムLight(=汀FILE650EL)平成2年8月には,高橋細液晶ディスプレイの採用などにより,

スタイルを実現した"Light(H什FILE650EL)”を発表した｡普及機としての低価格化も実現している｡

びプリンタ共有を実現するプリンタステーションを開発･支

援している｡

以上,日立光ディスクファイルシステムの開発製品につい

て述べたが,現在,高機能化指向の12インチ･5インチ光デ

ィスクモデル(Hr｢FILE650EⅡ/EXⅡ)と低価格化指向の5イ

ンチ光ディスクモデル(Light)があって2極化の方向にある｡

2.2 市場動向

光ディスクファイルシステム市場は,5インチ光ディスク

モデルの出現した昭和62年度以降,年平均60-70%の成長を

続けている(図7参照)｡なお,現在までの国内出荷累計台数

としては,約2万台を突破した段階であり,さらにこの成長

は続くと予測される｡適用業務については,｢図面管理+｢技

術資料管理+が多く,昭和63年時点では約50%を占める(図8

参照)｡利用業種としては製造業が約50%であー),ほぼ一致し

ている｡また,利用部門としては｢設計･開発部門+｢生産･

技術管理部門+となっており,約40%となっている｡以上の

ことから,製造業の設計･開発部門,生産･技術管理部門で

の図面･技術資料管理が光ディスクファイルシステムの典型

的なアプリケーションのひとつとなっている｡なお,今後の
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図7 年度別光ディスクファイルシステム市場(国内のみ) 社団

法人日本事務機械工業会データなどによる推定では,昭和62年度以晩

年平均60～70%の成長を続けている｡
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図8 光ディスクファイルシステムの利用状況(国内のみ) 社団法人日本事務機械工業会での分析によると･昭和63年時点では･｢図面･技術

資料管理+での利用が約50%となっている｡また,平成3年度の予測では,｢一般社内文書+･｢新聞･雑誌+などの管理業務での利用比率が増加して

おり,適用アプリケーションの多様化が進む｡

傾向として平成3年度の予測をみると,｢一般社内文書+,｢新

聞･雑誌+などの管理業務での利用比率が増加している｡こ

れは,光ディスクファイルシステムの低価格化により,利用

業種･部門の拡大化が進み,適用アプリケーションが多様化

してくることを示している｡

B 今後の展望

光ディスクファイルシステムは,現在,高機能化指向と低

価格化指向の2極化の方向にあるが,この傾向は今後とも続

き,さらに多極化していくことが予想される｡まず,高機能

化指向の製品については,製造業,流通･サービスなどでの

ニーズが強い情報の共有化を目指したネットワーク機能およ

び情報の一元管理を目指したホストコンピュータ接続などで

の強化が進みつつある｡また,CADシステムとの連携による

旧図管理,その他オフィスコンピュータ･汎(はん)用ワーク

ステーションとの連携などのシステム開発面での機能強化が

今後さらに進んで〈る｡一方では,12インチ形光ディスクの

大容量化,書換え形光ディスクのオーバライト機能による高

性能化といった技術面での進歩も予測される｡次に,低価格

化指向の製品については,現在,高機能化指向の製品との互

換性を保ち,そのネットワーク上への組込みを可能とするも

の(当社のLight)とスタンドアロンでのパーソナルユース的な

利用をねらって,機能の簡易化･低価格化の追求に徹してい

くものに,さらに分化していくと予想される｡前者の製品は

ネットワーク化の進展を前提として,より多くのセクション

で企業内情報を共有化し,有効活用することを目指しており,

さらにセクション単位の情報管理を可能とする｡後者は,ス

タンドアロンでのセクション単位の情報管理を前提としてい

るが,低価格化の追求のため,パーソナルコンピュータ,フ

ァクシミリなど他のOA機器との複合システム(リソースの共

用)の出現も予測される｡なお参考として,日立光ディスクフ

ァイルシステムの発展経緯からみた将来方向を図9に示す｡

口 絵 吉

日立製作所は,光ディスクファイルシステム市場に参入以

来,積極的な製品開発に努力しており,現在,トップクラス
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図9 日立光ディスクファイルシステムの発展経緯からみた将来方向

エティー化によるきめ細かいニーズ対応が図られていく｡

のシェアを持っている｡今後は,ニーズの多様化に伴う製品

のバラエティー化とともに,業種･業務別のきめ細かいシス

テム機能の支援が製品の特長となる｡今後とも,積極的な製

品開発を推進していく･予定であるが,さらに業務別にニーズ

を先取りしたアプリケーションプログラムなどの開発によr),

使い勝手の良いシステムが必要と考えている｡

光ディスクファイルシステムは,技術面での発展とともに製品のバラ
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